
ARLD
-ブロックプログラミングによるAR体験-

対象者：プログラミング指導教員
　　　　及び小・中学生と保護者

課題部門
登録番号：10020

あーるど
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プログラミング教育必修化の問題点

右のグラフからわかるように

・取り組み方がわからない
・適切な教材不足
など，指導教員はプログラミング教
育に対して多くの課題を抱えていま
す．

そこで，
・論理的思考を培う
・創造力や発想力を養う
ような適切な教材
を簡単に作成可能な環境を作るべ
きだと考えました．

多くの課題を
抱えている

NTTラーニングシステムズ株式会社「平成  30 年度小学校プログラ

ミング教育の取組状況に関する調査報告書  図2-19」より

(https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_det
ail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/28/1417283_002.pdf)

2020年度から小学校，2021年度から中学校でプログラミング教育が始まりました
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当てはまると答えた割合 [%]

プログラミング実施について，教育委員会・管内小学校・教員に対して
それぞれの項目について当てはまるかをきいた結果



プログラミング教育に対する保護者目線の考え 

保護者目線の不安な点

姿勢が
悪く

なるかも

教育は何を
してるの？

MMD研究所「2020年1月小中学生のプログラミング教育に関する意識調査」より

(https://mmdlabo.jp/investigation/detail_1830.html )

保護者はプログラミング教育に
対して不安がある。

そこで，

・子供が学校でどんなこ
とをしたのかを確認する
・できるだけ体をアクティ
ブにする
・一般の教員でも指導を
する
ことが可能な環境を作るべ
きだと考えました．

教員の
スキル
は？
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学校の教員，児童，保護者が安心してプログラミン
グ教育を受け入れられるシステムとして，

ARLDは以下の機能からプログラミング教育の問題点を解決します．

・楽しみながらARでわかりやすいブロックプログラミングで作品制作が可能

・ARゴーグルで体を動かしながらワールドを閲覧が可能

・複数人で同じ空間を共有が可能

・保護者のスマートフォンから子供の作成した作品の閲覧が可能

・用意された豊富なテンプレートにより一般教員でもプログラミング指導が可能  

拡張現実で動く作品を作ることにより，多くの問題点や疑問点を解消

何をしているのか→スマートフォンから子供の作品を見ることが可能

姿勢が悪くなりそう→ARゴーグルをつけて動き回る

文部科学省の方針に沿ったテーマが用意されているため，

教材不足，プログラミング教育の取り組み方がわ
からないといった問題の解決

ARLDを提案します
あーるど 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ARLD概要

みんなで作るワールド　...作品の単位を「ワールド」と呼びます． 

創作
直感的にわかりやすい
ブロックプログラミングでAR上
のオブジェクトを動かします．

共有
他の子の作ったAR作品に
入ることができ，作るだけで
なく，共有，発表の機会を提
供します．

指導のサポート
ワールドにはテンプレートが用意
されているので，準備の手間を
省き，指導をサポートします．
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　　　　　　　　　　家庭

機能

保護者

児童

作
る

見る

スマホ上に作
品の画像

先生

入
る

管
理

児童の作品
を閲覧，管
理

他の子
の作った
ワールド
に入る

複数人で作品を作成する例

視界

プログラミングの内容

触ったら音がでる

プログラミングの内容

複数人で同じAR空間
を作り上げます

使い方

タブレットのワールド作成画面
(スマートフォンでも可)

プレビュー ブロックプログラミング

オブジェクト一覧

画面上に配置したオブジェクトが仮
想現実(AR)にも配置され，同期され
ます．

実行ボタンを押すと，プログラミ
ングした通りに動きます．

実行ボタン

あれ，これ
Unityじゃ
ね？？？？

プログラミング中のオブジェクト

3Dオブジェクトはアプリ内
で用意されているものか
ら選んで追加します．

プレビューは仮想の 3D
空間に表示されます．

仮想空間はARゴーグルだ
けでなくスマートフォンやタ
ブレットを介して見ることも
できます．

仮想空間内では

複数人で閲覧，編集可能です．

6



用意されたテーマに沿ってワールドを作る

図 図

例：電気ポットのプログラミング

遊び感覚でプログラミングに馴染む

テーマ：動物園

自分で描いた動物の絵をプログラミ

ングで動かします

身近なプログラミングを体験する

テーマ：電化製品

文部科学省の方針にある，身近に

あるプログラミングを知ることに繋が

ります

テンプレートであるテーマが用意されています

テンプレート「ジャングル」を使用した作品の例
テンプレート「ジャングル」には，たくさんの木や生い茂った草が
元から配置されています．ここに自分たちで生き物を描いて生き
生きとさせます．
楽しくプログラミングに馴染むことが目的です．

「ジャングル」は複数人の同時編集を
想定しています．例えば，学校で4~6
人程度の班にわかれて，班の中で同
一のワールドを一緒に作っていく，共
同制作が可能です．

ジャングルに生息させたい生
き物の絵を描きます．

生き物1

生き物1

ブロックプログラミングの例

生き物2
生き物2

表示

お
絵
描
き

お
絵
描
き

見る(AR)

絵は2Dなのでぺらぺらのオブジェクトになります．
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テーマに沿ってワールドを作る

図

手に反応するボタンと開
くドア

体を動かしながら作成

テーマ：ダンジョン

人の座標や手の動きに関するプロ

グラミングをします．机の上や画面

の上での授業よりも健康的です

発想力，創造力を育成

テーマ：フリー

自分の好きなようにワールドを作る

ことができます．他の子と作品を共

有し合うことで発想も共有します．

テンプレート「ダンジョン」を使用した作品の例

この地点に宝が
あります

テンプレート「ダンジョン」は，「宝箱に触れたらクリア」のゲー
ムです．壁やスイッチ，罠を設置してそれぞれの動作を作り
ます．体を動かしながら遊べます．

テンプレートはこれらを含めていくつか用意してあり，はじめの一歩を踏みやすいようにしてあります．
また，発想や創造の手助けとなります．
もちろん，テンプレートを使用しないことも可能であり，創造力や発想力を存分に使って自分の好きなようにワールドを作
ることができます．

ボタン1

ボタン2 ヘビ

動く壁

ボタン1

ボタン2

宝

ブロックプログラミングの例

座標(5,0,0)

座標(5,4,0)

座標(6,0,0)

ボタン1に触れると壁
が動きます

宝に触れると、ゲー
ムクリアになります

ボタン2に触れると
ヘビが動きます
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セキュリティと共有システム

児童Ｂ児童Ａ

サーバー

ワールド1
【非公開】

先生児童B児童A

ログインシステム

ワールド2
【公開】

児童Ａの保
護者

公開キー:AJ4GEW2

ワールド1
【公開】

ワールド2
【非公開】

公開キー:ZJFU3FA

紐付け

だれでも編集可能

公開ワールドは，
「閲覧のみ」と「編集可能」を選
択できます．

閲覧のみ 公開キー：AJ4GEW2
で検索

閲覧

編
集

閲
覧

公開キーは”AJ4GEW2”で
す

公開すると
公開キーが発行されます．

保護者のアカウントは，児童のア
カウントを保護者として紐づける
自分の子供のワールドは全て見
ることができます．

編
集

公開キーを入力することで，
該当するワールドを閲覧また
は編集が可能です．

ワールドの公開や共有は セキュリティに配慮しています．
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アプリケーション

システム構成図

ローカル
サーバー

ワールド

Blockly アップロード

ダウンロード

ARゴーグル

Unity
センサー

映す

転送

手の場所や形の情報
の取得

ブロックプログラミング・画
像・3Dモデルのデータ

アップロード

ダウンロード

　p5.js

オブジェクトの動作をサーバーにアッ
プロードすることで同時編集が可能

スマートフォン
タブレット

プログラミング

映
す

イラスト作成

以下のシステム構成により，ARLDを実現します．
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類似品との比較

手段 三次元
空間

ブロックプ
ログラミン
グ

共有 AR 小学生で
も触れる

教育

Scratch

echoAR

MINDSTORMS (現実)

ALRD

Scratch：教育向けブロックプログラミング言語

MINDSTORMS：教育用ロボットキット 
echoAR：AR/VR用のクラウドプラットフォーム

AR上のオブジェクトでブロックプログラミングをするという前例はないようです．

また，特許調査をしましたが，類似したものはありませんでした．
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

開発環境

OS：macOS，Windows10，WSL2
使用エンジン：Unity，Blockly
言語：C#，JavaScript

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

企画

システム設
計

実装

システム改
善

企画 システム改善

システム設計

実装

対象者にテスト

開発計画

実際に小学生，中学生に使用して
もらい，反応や感想を得て，システ
ム改善に繋げます．

開発環境

利用者端末OS：Android
ARゴーグル：Nreal

実行環境

12


